
          

 

 

 

 

みんなが仲良く高め合って、たくましく輝く致芳校をつくろう 

『 一人一人が自己の成長を実感し、笑顔になる学校へ 』 

 

１９２２年（大正１１年）１２月１１日、１００年前のこの日、長井線が長井～鮎貝間の運行を開始した日です。

地域の方々の喜びはひとしおだったことでしょう。当時の賑わいは資料からも読み取れます。当時

の新聞には、「わしの村にも汽車が来るといふ鮎貝、蚕桑、長井の三ケ村はすこぶるつきの大賑わ

ひを呈した。まず既線長井駅を発し、宮公園の杜を眺めて間もなくの側の鉄橋を渡り「羽前成田駅」

に着けば同駅を取り囲んだ。数百の児童や青年団その他はみな日の丸の小旗を手にもって万歳を

叫び汽笛も聞こえないばかり～後略（当時の米澤新聞より原文のま

ま）」（致芳地区は長井村、白鷹町蚕桑地区は蚕桑村、鮎貝地区

は鮎貝村でした）。学校ぐるみ・地域（村）ぐるみで『汽車』（当時

はSL蒸気機関車）を出迎えた様子がわかります。それから１００

年後の１２月１１日に羽前成田駅開業１００年記念式典が羽前成田

駅で行われました。開業当時から変わらない木造の駅舎の中

で１００年を祝う、こんな素晴らしい瞬間に立ち会わせていた

だきました。駅の構内には３年生が描いた「私たちの羽前成田

駅」の絵や学習発表会でも発表した長井線・羽前成田駅の歴史

巻物も展示されていました。駅前には大きな案内看板も設置

され、QR コードで情報を読み取ることができるようになって

います。夕方には１年生から６年生までが描いた絵のメッセ

ージキャンドルが点灯され、幻想的な雰囲気でした。羽前成

田駅前おらだの会さんはじめ、地域の皆様のこれまでの

ご尽力に敬意を表し、深く感謝いたします。 

 

コミュニティ・スクール 

長井市立致芳小学校だより 

令和４年 12月 15日 NO.16 

校是 「和致芳」 
 

致芳小学校のホームページ・ブログでも子ども

達の様子をお知らせしています。カラーでご覧い

ただけます。こちらのQRコードからどうぞ。 



１２月５日に「弁当の日」を実施しました。PTAの「弁当の日・家族でクッキングウイーク」

の取り組みです。６年生がおかずも自作した弁当を持ってきました。「弁当の日」は竹下和男氏

が提唱したもので、弁当の献立作り、材料の買い出し、調理・

炊飯、弁当詰め、後片付けまで行ってみるもので、調理技術の

向上だけでなく、人格形成、家族の絆にも良い効果があるとし

ています。長井市PTAでも各校で取り組んでいます。 

2019年（令和元年）11月には市全体のPTA研修会とし

て竹下和男氏ご本人から講演していただきました。「自立」を

テーマに、家族の会話が増え、絆が深まることを実感しています。 

６年生はこれまでの練習を生かし、工夫あふれる素敵な弁当を

披露し合い、おいしくいただいていました。JA長井さんからは

６年生全員に「つや姫」を寄贈いただきました。ご協力いただい

たご家族の皆さん、ありがとうございました。 

 

【長井あやめまつり写生大会】 

  佳 作   １年 竹田 樺桜  

【防犯作品コンクール】 

  ポスターの部 佳 作 ４年 髙木 悠玖  

  標語の部   佳 作 ５年 鈴木 煌真 

「かぎかけて ゆびさし確認 みのまわり」 

【西置賜地区読書感想文コンクール】 

  入 選   ５年 沼澤 優我  

【長井支部 けん玉ペインティングコンテスト】 

  長井市長賞 １年 竹田 樺桜  

【YBC 読書感想文「本の森たんけん」 

  特 選   ３年 佐藤 恭弥「カブトムシの音が聞こえる 土の中の１１か月」を読んで 

  奨励賞   長井市立致芳小学校 

【“いじめ・非行をなくそう”やまがた県民運動「いじめ防止」標語コンクール】 

  長井市 優秀作品 ２年 小松 星太 「おもいやる こころがいじめを ぼうしする」 

【第２１回人権啓発標語コンテスト】 

  最優秀賞  ６年 遠藤 暖奈 「私の『色』あなたの『色』一人一人がメインカラー」 

  入 選   ６年 飯澤 遥人 「コロナより ひろがればいい 思いやり」 

私は弁当の日で、しょうが焼きを作りまし

た。初めて作ったけどお母さんに教えてもら

い、とてもおいしいしょうが焼きが作れまし

た。またやりたいです。 （６年女子） 

何を作ろうか？と話していたら、迷わず「お肉！」と

即決でした。さすが肉好き女子！お肉好きだけあって焼

き加減もバッチリ！私のお弁当もしょうが焼き弁当にな

りました。とてもおいしかったです。（６年女子の母）  


